
三
社
神
れ
ま
内

手
式

二
十

ロ
キ
ニ
月
二
十
日

本
晨

ホ
祥
市
有
彰
員
代
財
丈
蛙
わ
春
獄

境
内

ホ
キ
†
環
境
保
杏
地
こ
北
え

ご
神
体

本
殿
内
陣
に

一
二
〇
セ
ン
チ
の
木
の
舟
が
あ
り
、
そ
の
中
に
約
二
〇
セ
ン
チ
の
高
さ
の
神
像
五
体
が
乗

っ
て
お

ら
れ
る
の
で
五
社
神
社
と
い
い
ま
す
。
そ
の
五
体
と
は
春
日
大
明
神
像
、
住
吉
大
明
神
像
、
秋
津
姫
乃
命

（女
性

神
像
、
背
面
に
松
尾
社
の
注
記
あ
り
）
、
皇
大
神
宮
神
像
、
人
幡
官
衣
冠
東
帯
神
像
、
藤
原
時
代

（平
安
時
代
中

期

・
後
期
）
の
作
。

由

緒

・

北
朝
元
号

・
暦
応
二
年

（
一
三
二
九
）
本
殿
前
に
関
東
の
豪
族

・
宇
都
宮
頼
綱

（鎌
倉
幕
府
初
代
執
権

・
北
条

時
政
の
娘
婿
、
出
家
し
て
蓮
生
、
小
倉
百
人

一
首
の
撰
者
の

一
人
）
が
寄
進
し
た
燈
籠
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
末
期

に
は
創
建
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
秦
氏
が
松
尾
大
社
の
本
殿
を
七
〇

一
年
に
創
建
し
、
そ
の
後
に
末
社
と

し
て
五
社
神
社
他
が
建
造
さ
れ
て
い
る
。
と
も
に
神
紋
は
豊
穣
の
象
徴
の
里
芋

（小
芋
）
の
図
柄
と
な

っ
て
い
る
。

※
五
社
神
社
の
神
紋
は
、
本
殿
の
墓
股
に
彫
ら
れ
て
い
る
。

年
∴
〓
行
事
，
（神
事
は
大
原
野
神
社
富
司
様
、
写
真
記
録
は
上
村
輝
子
様
）

神
社
独
自
の
祭
礼

一
月

　

一
日

一
月
十
五
日

二
月
第
二
日
曜
日

人
月
二
十

一
日

松
尾
大
社
の
祭
礼
に
出
仕

お
馬
祭

（松
尾
大
社
還
幸
祭
）

四
月
二
十
日
以
後
の
次
の
日
曜
日
＝
神
幸
祭
か
ら
起
算
し
て
三
週
間
後

五
月
第
二
ま
た
は
第
二
日
曜
日
。

一
週
間
前
の
奉
告
祭
で
下
津
林
の
十

一
歳
の
男
児
が
松
尾
遣
い
の

位
を
拝
受
し
、
鳥
帽
子
を
被
っ
た
装
東
で
総
代
三
名
が
梓
姿
で
お
供
を
務
め
、
神
輿
の
無
事
帰
還
を

祈
念
し
神
輿
の
各
御
旅
所
を
巡
回
す
る
。
（約
五
十
年
前
ま
で
は
五
社
神
社
か
ら
白
馬
に
乗
り
巡
回

し
た
の
で

「お
馬
」
と
い
わ
れ
名
称
が
残
っ
た
。
午
前
十
時
前
に
神
社
を

「車
」
で
出
発

御
田
祭
　
七
月
第
二
日
曜
日
　
午
前
九
時
に
五
社
神
社
を
出
発
。
松
尾
大
社
の
神
事
に
早
稲

ｏ
中
生

・

晩
生
役
の
植
女
と
し
て
下
津
林
、
松
尾
、
嵐
山
か
ら
花
笠
を
被
り
萌
黄
色
の
装
束
で
出
仕
。

午
前
十
時

の
本
殿
で
の
神
事
の
後
、
父
親
に
担
が
れ
拝
殿
を
三
周
し
神
餞
田
で
神
事
。

歳
旦
祭
　
前
日
の
午
後
十

一
時
か
ら
の
年
越
し
祭
に
続
き
神
事
を
行
い
新
年
を
祝
う

と
ん
ど
　
午
前
九
時
　
古
い
御
札
な
ど
を
焼
納

御
当
祭
　
午
前
十
時
　
狩
衣
装
束
の
六
歳
の
稚
児
三
名
を
先
頭
に
総
代
が
早
稲

・
中
生

・

晩
生
を
餅
や
里
芋
で
表
し
た
台
座
を
抱
え
て
続
き
、
家
族
も
加
わ
り
町
内
を
巡

行
し
直
会
で
お
餅
を
焼
い
て
頂
く
。
前
日
よ
り
準
備

八
朔
祭

午
前
十
時

五
穀
豊
穣
を
祈
願
　
現
在
は
神
事

の
み
。
平
成
九
年
ま
で
は

芸
能
を
奉
納

（六
斎
念
仏
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
）
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